
  

 

セキュリティ・トークンの取扱いに係る変更登録の完了について 

 

２０２６年３月１２日 

十六ＴＴ証券 株式会社 

 

十六フィナンシャルグループの十六ＴＴ証券株式会社（代表取締役社長 杉野 裕晃、以下

「当社」といいます。）は、２０２６年３月５日付で、セキュリティ・トークン（※１）    

（以下「ＳＴ」といいます。）の取扱いに向けた変更登録が完了いたしましたので、下記の

とおりお知らせします。 

地方銀行系の証券会社として、ＳＴ取扱いに向けた変更登録が完了したのは、当社が初

（※２）となります。 

今後、東海東京証券株式会社（代表取締役社長 北川 尚子、以下「東海東京証券」といい

ます。）との業務委託契約を締結し、不動産ＳＴの販売を開始する予定（※３）です。具体的

な販売業務の開始日等につきましては、決定次第改めてお知らせします。 

当社は、本取組みを通じてお客さまへ新たな投資機会を提供し、より一層魅力ある資産 

形成をサポートしてまいります。 

（※１）ブロックチェーンに代表されるデジタル技術を活用して発行・管理される金融商品（有価証券）

のことです。現在、大手証券会社やネット証券を中心に取扱いが進んでおり、比較的小口から  

実物資産等への投資が可能となる新しい投資手法として注目を集めています。 

（※２）２０２６年３月１２日時点、当社調べ 

（※３）地銀系証券会社としてＳＴを販売するのは当社が国内初となる予定です。 

 

記 

 

１． 背景と目的 

 十六フィナンシャルグループは、「人と、地域と、未来をむすぶ」というグループ経営  

理念のもと、地域のみなさまの多様な資産形成ニーズにお応えすべく、魅力的な金融商品・

サービスの拡充に努めております。 

ＳＴは、これまで個人のお客さまには投資機会が限定的であった大型優良不動産などへ

の小口投資を可能にする金融商品です。当社は、最先端のデジタル技術を活用したＳＴを 

ご提供することで、お客さまの資産運用の選択肢を広げ、新たな投資機会を提供いたします。 

 

２．取次スキームおよび今後の展開 

当社のＳＴ業務については、東海東京証券を通じて株式会社ＢＯＯＳＴＲＹ（代表取締役

社長 平井 数磨、以下「ＢＯＯＳＴＲＹ」といいます。）の専用システムを利用する、地銀

系証券会社において初の取次スキームとなります。 



今後は、この３社協働体制のもとシステム連携を通じたＳＴの販売が可能となるほか、 

大阪デジタルエクスチェンジが運営するＳＴセカンダリー市場「ＳＴＡＲＴ」での取引も 

可能となり、お客さまに利便性の高い新しい投資機会をご提供できる見込みです。 

 

※ 本書面は、一般に公表するためのプレスリリースであり、日本国内外を問わず個別の金融商品等への 

投資勧誘を目的として作成されたものではありません。 

 

以 上 

 

【ご照会先：十六フィナンシャルグループ（広報） ＴＥＬ ０５８－２６６－２５１１】 


